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１-１ 

 

 

１． 概要  
本章では，本業務の目的・概要等を示す。 
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１－１ 目的 

つくば市は、環境モデル都市として、「つくば環境スタイル“SMILe”」（つくば市環境モ

デル都市行動計画）を策定し、温室効果ガス排出量を大幅に削減する先導的な取組を進めて

いる。 

コミュニティ道路化の促進は、この取組の一つとして、主に生活道路について、歩行者、自

転車等の利用者が安全かつ快適に通行できる道路環境を整えることによって、自動車から徒

歩、自転車等への転換や公共交通の利用を促進させ、もって温室効果ガス排出削減を目指す。 

平成26年度は「コミュニティ道路社会実験」の実施エリアを選定した。今後のコミュニティ

道路整備の市域展開に備えて、より効果の高い対策（整備内容）を事前に確認するため本年

度は、そのエリアでの社会実験の実施及びその効果検証を行う。 

 

 

 

 

１－２ 実験エリア 

本実験は、昨年度に選定した春日 2・3丁目エリア及びつくば駅周辺で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１ 調査対象位置図 
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１-３ 

 

１－３ フローチャート 

本実験は、以下4つの手順、及び体制で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-２ 業務フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ コミュニティ道路化の促進に関係するつくば市庁内各課で構成している。 

図 １-３ 体制 

 

 

 

コミュニティ道路化ワーキンググループ（WG）※ 

◎スマートシティ推進課 

◇科学技術・特区推進課 ◇まちなみ整備課 ◇交通政策課 ◇学務課 

◇道路維持課 ◇都市計画課 ◇危機管理課 ◇道路建設課 

 

 

国土交通省 

国土技術政策 

総合研究所 

（専門家） 

連携 
 

助言 

 

 

社会実験実施計画の企画立案 

（１）実施対策の詳細計画 

（２）効果検証方法 

（３）周知・PR方法 

 

 

対象エリアの住民や関

係機関等との意見交換、

協議 

社会実験の実施 

社会実験効果の測定・分析 

 

今後の課題 

過年度選出した実験エリア Step0 

Step１ 

Step2 

Step3 

Step4 



 

 ２-１ 

 

２． 社会実験実施計画の企画立案 
本章では，本実験の実施対策の詳細、効果検証手法、安全対策、周知・PR方法を示す。 



 

 ２-２ 

２－１ コミュニティ道路化の意義と社会実験の目的 

コミュニティ道路化は、主に生活道路において、歩行者・自転車等の利用者が安全かつ快適

に通行できる道路環境を整えることで、自動車から環境負荷の小さい徒歩・自転車への転換及

び公共交通の利用促進を目指すものである。 

しかし、一般的に実施されている“コミュニティ道路”は、自動車と歩行者の共存を目指し

ている一方で、エリア内を全面的に整備することは、費用やインフラストックの効率的な利用

なども考慮すると現実的ではない。 

このため、本実験においては駅やバス停までの特定区間において、“歩行者や自転車を危険

な場面にさらさない”という具体的な対策目標を掲げたうえで、歩行者・自転車が安全で快適

に使える一連のルートを実現する。環境配慮、既存インフラ有効活用、安全性向上、効率性向

上といった様々な角度から、今後のコミュニティ道路の展開に向けた成果として蓄積する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 実施対策の詳細計画 

実施対策の詳細計画を立てるにあたり、目指す方向を実現するための対策として「環境対策」

「安全対策」を行う計画とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策目標  駅やバス停までの区間, 歩行者や自転車を, 危険な場面に晒さない 

歩道・ペデストリアンデッキ・自転車レーン 歩行者・自転車の安全が優先の車対策 

 歩行者・自転車が安全で快適に使える一連のルートを実現 

目指す方向  自動車から徒歩・自転車への転換,   公共交通の利用促進 

環境対策 
（誘導ルート、ピクトグラム設置等） 

安全対策 
（速度抑制対策、外側線の設置等） 

CO2削減 



 

 ２-３ 

（１） 実験の名称 

本実験は住民生活に関わる社会実験であることから、住民の意見や要求をできるだけ対策

に反映することで、より効果が高まることが期待される。 

そのためには本実験の目的や目指す方向が事前に住民にわかりやすく伝える必要がある。 

そこで、本実験の名称は、 

 

「徒歩、自転車、公共交通利用促進のための道路対策社会実験」 

 

とした。 

 

 

 

 

 

 

（２） 環境対策 

１） 環境対策の選定 

目指す方向の実現に向け、歩行者・自転車交通を快適にするための課題に配慮し、以下

の 3 つの環境対策を実施することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誘導ルートの設定 

（ルートを明示する） 

ピクトグラムの設置 

（誘導ルートを快適に通行さ

せる） 

取り組みの PR 活動 

（環境意識向上を啓発する） 

課題 

※「取り組みの PR 活動」は社会実験全体

の PR 活動と一緒に行ったため詳細は「２

－４．周知・PR 方法」 

 

分かりやすく通行しやすいルートを

設定する 

歩行者・自転車が快適に通行できる

ようにする。 

環境負荷の意識を高める。 

環境対策 



 

 ２-４ 

 

２） 誘導ルートの検討 

分かりやすく通行しやすいルートを設定するという課題に対し、既存のペデストリア

ンデッキ・自転車レーンを有効活用するとともに、現地状況や住民意見を念頭に誘導

ルートの要件を整理し、誘導ルートを選定した。 

 

 

地区南側のペデストリアンデッキの利用

者評価が低い。 

 

 

 

 

地区南側ペデストリアンデッキを除外 

西大通りを通る歩行・自転車ルートが駅ま

で最短である。 

西大通りをメインルートとして利用 

東側の歩行ルートは駅までの距離が長く

なる。 

東側歩行ルートをサブルートとして利用 

西大通交差点が危険である。 歩車分離信号のある交差点を利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歩行者導線 

 自転車導線 

図 ２-１ 選定した誘導ルート 

現地状況／住民意見 誘導ルートの要件 
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３） ピクトグラムの検討 

歩行者・自転車が快適に通行できるようにするという課題を細分化し、それぞれの課

題を念頭に「方向標示、距離標示」「通行区分標示」「注意喚起標示」のピクトグラム

を選定し、デザイン・設置場所の要件を整理した。 

 

 

 

 

駅までのルートを明確

にする。 

 方向標示、 

距離標示 

・駅の方向を明示 

・駅までの距離を

明示 

・主要交差点付近 

・継続的に認知さ

せる。 

駅までのルートを快適

にする。 

通行区分標示 ・歩行者、自転車

の通行区分を明

示 

・主要交差点付近 

・ルートであるこ

とを継続的に認

知させる。 

カロリー標示 移動距離に応じ

た運動効果を明

示 

距離標示と合わ

せて認知させる。 

歩行者・自転車の安全

性を高める。 

注意喚起標示 ・歩行者、自転車

に対して注意喚

起する。 

・信号の無いまた

は交通量の多い

車道を横断する

箇所 

・危険に晒されや

すい通学児童の

安全を高めるた

め通学路の要所 

 

 

 

 

 

細分化した課題 選定した 

ピクトグラム デザイン要件 設置場所要件 

要件 

a. ピクトグラムのデザイン・

設置場所の検討 
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a． ピクトグラムのデザイン・設置場所の検討 

３）ピクトグラムの検討において整理した要件をもとに、ピクトグラムのデザイン・

設置場所を検討した。以下に検討結果を示す。 

 

i. 方向標示、距離標示・カロリー標示 

種類 サイズ 内容 設置場所 デザイン 

駅案内 

大 

駅の方向を案内す

るもの 

・経路の屈折箇所 

・幹線道路との交

差点 

・駅から 500m, 

1,000m, 1,500m, 

2,000m の地点 

 

 

 

 

 

 

 

小 

駅の方向を案内す

るもの（駅案内

（大）の間を補間

するもの） 

継続性を確保す

るため、駅の方向

案内の間に設置

（100m 間隔） 

 

 

 

 

 

距

離

標

示 

カ

ロ

リ

ー

標

示 

小 

駅までの距離を表

示し、消費カロリ

ーに関する表示も

あるもの 

100m 単位で駅か

ら 2,000m までの

距離に駅案内標

示とセットで設

置 

 

 

 

 

 

 

 

ii. 通行位置標示（歩行者、自転車） 

種

類 
サイズ 内容 設置場所 デザイン 

通

行

区

分

標

示 

大 

ピクトグラムにて

通行区分を表示す

るもの。 

道路との交差

点（交差点から

5m 先の地点に

設置） 

 

 

 

 

 

 

 

小 

ピクトグラムにて

通行区分を表示す

るもの。 

継続性を意識

させるため、大

ピクトの 20m

先に設置 
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iii. 注意喚起（自転車、歩行者） 

注意喚起は自転車、歩行者向けの 2 つを検討した。 

自転車用の注意喚起は、歩行者に対して注意を促すため以下のとおり選定した。 

歩行者用の注意喚起は、車道横断箇所や横断歩道手間における一旦停止を促すた

め、以下のとおり選定した。 

 

 

表２-１ 注意喚起標示 

種類 

サ

イ

ズ 

内容 設置場所 デザイン 

歩 行 者

優先・ 

速 度 注

意標示 
大 

自転車に対

し、歩行者

優先および

徐行である

ことを注意

喚起する。 

道路との交差

点から 5m 先

の地点に設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と ま れ

標示 

小 

歩行者に対

し横断箇所

であること

を注意喚起

する。 

無信号の横断

歩道・車道横

断部の直前 

 

 

 

 

 

 

 

 

通 学 路

位置・児

童 注 意

標示 
大 

自転車に対

し、通学路

のため児童

に注意する

ことを喚起

する。 

春日学園正門

前歩道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ２-８ 

 

b． ピクトグラムの配置計画 

「a. ピクトグラムのデザイン・設置場所の検討」で整理した配置場所で、ピクトグ

ラムの配置の考え方を整理した。 



 

 ２-９ 

 

 

■歩道有効幅員 W=4.0m 以上（西大通り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5
.0

m
 

通行区分標示（大） 

1
0

0
m

間
隔

 

2
0

m
 

通行区分標示（小） 

駅案内標示（大） 

駅案内標示（小） 

5
.0

m
 

通行区分標示（小） 

通行区分標示（大） 

2
0

m
 

駅案内標示（大） 

※「普通自転車通行指定部分」の規

制がある場合は、注意喚起標示は設

置しない。 

距離標示／カロリー標示（小） 

距離標示／カロリー標示（小） 

距離標示／カロリー標示（小） 



 

 ２-１０ 

■歩道有効幅員 W=2.0m 以上（北大通り、中央通りほか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5
.0

m
 

通行区分標示（大）・注意喚起標示 

 

通行区分標示（小） 

駅案内標示（大） 

駅案内標示（小） 

5
.0

m
 

2
0

m
 

通行区分標示（小） 

通行区分標示（大）・注意喚起標示 

 

駅案内標示（大） 

2
0

m
 

距離標示／カロリー標示（小） 

1
0

0
m

間
隔

 

距離標示／カロリー標示（小） 

距離標示／カロリー標示（小） 



 

 ２-１１ 

■歩道有効幅員 W=2.0m 未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1
0

0
m

間
隔

 

駅案内標示（小） 

駅案内標示（大） 

駅案内標示（大） 

1
0

0
m

間
隔

 

距離標示／カロリー標示（小） 

距離標示／カロリー標示（小） 

距離標示／カロリー標示（小） 



 

 ２-１２ 

 

（３） 安全対策 

１） 安全対策の選定 

目指す方向の実現に向け、歩行者・自転車交通を安全にするための課題に配慮し、

以下の 2 つの安全対策を実施することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速度抑制対策 

（自動車の速度を下げる） 

外側線の設置 

（安心して通行できるスペー

スを確保する） 

課題 

歩行者・自転車にとって安全な自動車

交通にする。 

歩行者が安心して路肩等を通行でき

るようにする。 

安全対策 



 

 ２-１３ 

 

２） 一般的な安全対策 

安全対策の具体的な方法を選定するため、一般的な対策候補を下表のとおり整理

した。 

○速度抑制・流入交通の抑制 

対策名 概要 留意事項 

ハンプ 

縦断的な凹凸を設置し，

車の速度抑制を図る対

策。 

 

 

 

・騒音・振動が発生するた

め，住宅地での適用には留

意が必要。 

狭さく 

走行空間の幅を狭くし，

車両の速度抑制を図る

対策。 

 

 

 

・加減速時に騒音が発生す

るため，住宅地での適用に

は留意が必要。 

・景観への配慮が必要。 

スラ 

ローム 

車道を蛇行させること

で車両の速度抑制を図

る対策。 

 

 

 

・効果を期待するために

は，一定以上の道路幅員が

必要。 

連続 

段差舗装 

縦断的に小さな凹凸を

設置し、車の速度抑制を

図る対策。 

 

 

 

 

・騒音・振動が発生するた

め，住宅地での適用には留

意が必要。 

交差点 

ハンプ 

交差点にハンプを設置

し，注意喚起及び速度抑

制を図る対策。 

 

 

 

・積雪・凍結時の右左折時

にスリップによる事故リ

スクが高まる懸念あり。 

カラー 

舗装 

視覚的に速度を抑制す

る対策。 

 

 

 

 

・周辺景観との調和が必要

である一方で，速度抑制効

果を発揮するためには，目

立つ色合いであることが

必要。 

 



 

 ２-１４ 

○速度抑制・流入交通の抑制 

対策名 概要 留意事項 

タイル 

舗装 

視覚的に速度を抑制す

る対策。 

 

 

 

 

・周辺景観との調和が必

要。 

・費用も高価である。 

ドット 

ライン 

視覚的に車道を狭く見

せることで，速度の抑制

と安全通行位置での走

行を促す対策。 

 

 

 

・視覚効果が高い。 

 

○歩行空間確保・向上 

対策名 概要 留意事項 

カラー 

舗装 

（グリー

ンベルト） 

路肩を着色し，歩行空間

を明示する対策。 

 

 

 

 

・視覚的効果が高い。 

・外側線を設置しないと法

的な歩車分離にはならな

い。 

ポスト 

コーン 

ポストコーンを設置し，

歩行空間を確保する対

策。 

 

 

 

・視覚的効果のみ。ポスト

コーンに物理的な分離機

能は無し。 

・景観への配慮が必要。 

歩道設置 

歩道を設置し，歩行空間

を確保する対策。 

 

 

 

 

・一定以上の道路幅員が必

要。 

外側線 

設置 

外側線を設置し、歩車分

離を促す対策。 

 

 

 

 

 

・視覚的効果はカラー舗装

より低い。 

 



 

 ２-１５ 

○自転車走行空間確保・向上 

対策名 概要 留意事項 

自転車専

用通行帯 

自転車専用の通行帯を

設置する。 

 

 

 

 

・一定以上の道路幅員が必

要。 

自転車 

ナビ 

マーク 

自転車の車道走行位置

を明示し，車道走行を誘

導する。 

 

 

 

・自動車のドライバーに対

する周知も必要。 

歩道内 

分離 

歩道内で自転車と歩行

者の空間を分離する対

策。 

 

 

 

・一定以上の歩道幅員が必

要。 

 

 

 

 

 

 

 


